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非常災害時の対応について 

   

日頃から本校の教育活動に御理解・御協力いただきありがとうございます。さて、渋谷区では、非常時における

児童の安全確保については下記の内容であります。御確認ください。 

 気象災害時（台風・大雨・大雪・暴風等） 地震発生時（火山や噴火等も含む） 

登

校

前 

□午前６時半の時点で、気象庁から渋谷区に特別警

報や警報が発表されている場合 ⇒自宅待機と

します。 

□震度５弱以上の地震が発生した場合 

⇒自宅待機とします。 

□午前６時半の時点で、気象庁から渋谷区に注意報

が発表されている場合⇒周囲に十分注意して登

校します。 

□震度４以下の地震が発生した場合 

⇒余震や道路上に気を付けて登校します。 

□午前１０時の時点で、気象庁から渋谷区に特別警

報や警報が継続して発表されている場合⇒臨時

休校とします。 

 

  ※登校時に危険が伴う場合や、電車やバス等が運休している場合は、保護者の判断で登校を見合わせてく

ださい。その場合は、欠席扱いにはなりませんので、学校に御連絡ください。 

在

校

中 

□特別警報・警報及び注意報が発表され、台風の関

東地方への接近が下校時刻と重なることが予想さ

れる場合 

⇒学校待機または、一斉下校とします。 

□震度５弱以上の地震が発生した場合 

⇒全ての活動を中止して安全姿勢をとる。児童・生徒

の引き取りによる下校とします。 

 □震度４以下の地震が発生した場合 

⇒活動を中止して安全姿勢をとる、またはその場で待

機します。※火事等、学校に留まることができない場

合は、第２次避難場所の広場等への避難をします。 

下

校

中 

□下校時に、関東地方へ台風の接近が予想される場

合 

⇒下校後は外出を控え、家の中にいることを促し、

道路状況に気を付けて下校するように指導します。 

 

□壁が崩れる、道路にひびが入る等、立っていられな

い程の地震が発生した場合 

⇒「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」

場所で安全姿勢をとり、ゆれがおさまるまで待つよ

うに指導する。 

ゆれがおさまったら、身近にある「子供１１０番の

家」等に避難する。または、自分の家か学校か近いほ

うへ向かうよう指導します。 

 □体に感じる程度の地震が発生した場合 

⇒周囲の安全に気を付けて、速やかに下校します。 

弾道ミサイル発射等に関わる対応について 

登校前  ⇒自宅待機とします。 

在校中  ⇒学校待機とします。※下校について、ホーム＆スクールでお知らせします。 

下校中  ⇒姿勢を低くして、窓から離れ、安全姿勢をとるように指導します。 



 


